「歴史１」（本村凌二）　月３
注意書き

　・基本的に授業中配布された資料に説明を付け足していく形式をとっています。

　・まだ授業が終わっていないので、引き続き足されていきます

　・年表も一応配布されたので掲載しましたが、大雑把すぎてあまり存在意義が

感じられないうえに、まさか年号は問われないはずなので、あまり意味はなかった

かと思う今日この頃です。

　

『ローマ帝国年表』
前７５３年　ロムルス（アエネアスの子孫）による建国（伝承）
　　　　　　以後王政
前５７７年　セルウィウス=トゥッリウス王によるケントゥリア制
前５０９年　エトルリア系の王を追放
共和制国家の成立
前４９４年　聖山事件
　　　　　　護民官設置
前４５０年　十二表法制定
前４４５年　カヌレイウス法制定
　
前３９０年　ケルト人のローマ侵入
前３６７年　リキニウス＝セクスティウス法制定
前３４３年　第一次サムニウム戦争（～前３４１年）
前３２７年　第二次サムニウム戦争（～前３０４年）
前２９８年　第三次サムニウム戦争（～前２９０年）
前２８７年　ホルテンシウス法制定
前２６４年　第一次ポエニ戦争（～前２４１年）
前２１８年　第二次ポエニ戦争（～前２０１年）※漢建国により東西世界で世界帝国
前１９７年　属州ヒスパニア設置
前１４９年　第三次ポエニ戦争（～前１４６年）

　　　　　　

前１４６年　第三次ポエニ戦争終結　北アフリカに属州設置

マケドニアに属州設置

商業都市コリントを破壊

以後、ローマは安定化
前１３３年　グラックス兄弟の改革

前１０７年　マリウスの兵制改革（傭兵制への歩み）

前９１年　　イタリア同盟市戦争（～８８年）

前６０年　　第一回三頭政治

前４４年　　カエサル暗殺

前３３年　　アクティウムの海戦

前２７年　　オクタヴィアヌスがアウグストゥスの称号受ける　元首政の始まり

３０年頃　　イエス処刑

５４年　　　ネロの即位（～６８年）

６４年　　　ローマ市大火

７９年　　　ベスビオ山の大噴火　ポンペイの埋没

９６年　　　五賢帝時代（～１８０年）

１１７年　　トラヤヌス帝の時、ローマ帝国の版図は最大に

　　　　　　ハドリアヌス帝の属州紀行

１６５年　　疫病の流行
『ローマ以前の世界帝国』
前１０００年頃の混乱
大国（エジプト、ヒッタイト、トロイヤ）の弱体化　
→　「海の民」などの出現（戦下の都市から流出した民の連合）
　　　小勢力の分立、都市国家へ
騎馬遊牧民族（スキタイなど）の出現（文明の挑戦と応戦）
→ハミをはじめとする馬具や馬術の向上
→騎馬遊牧民族に対抗する中で、自らも騎馬を活用して統合の動きへ

※秦・漢の中国統一も、騎馬民族に対抗する中で富国強兵を行ったことによる
アッシリア帝国------強権の帝国----------　　
古アッシリア（前２０００年紀前半）

・肥沃な三日月地帯の真っただ中に位置する、交易の中継都市アッシュール
中期アッシリア（前２０００年紀後半）

・交易の中継地としての伝統に加え、軍国主義の傾向
新アッシリア（前１０００年紀前半）　※一般に言うアッシリア（百数十年で崩壊）
・大型戦車や騎馬軍団の登場（アラブではラクダが主流）
・軍事的征服と被征服民の強制移住政策（バビロン捕囚など）

　→最初の世界帝国

　但し、リュディア・カルディア・メディア・エジプトの離反で帝国の崩壊へ
・国際交易の拡大　→　帝国を越える国際商業ネットワークの成立

・ニネヴェの図書館に多数の蔵書（粘土板）　→　以後のアッシリア学に貢献
アケメネス朝ペルシア（前５５０～前３３０年）
・ペルシア（パールサ）人（印欧系→イラン高原の民・前８世紀末～前５５０年が、
同系のメディアを打倒し、ペルシア帝国建国（キュロス二世以降）
　・メディア・ペルシアはともに馬の産地（パールサ地方）を確保

　※パールサ地方は「よき馬と良き人」に恵まれた地域とされ、子供の教育には「乗馬・弓・正直」が重視されるなど、馬術に強い関心を示す
　中央集権体制による帝国支配
　・寛容な支配（貢納と軍役の義務さえ果たせば、被征服民の伝統、宗教、言語を尊重）
　・通信網の整備（「王の道」と駅伝制により、スサ・サルデス間において一週間で

早馬が行きかう　　※従来は徒歩で１１１日
　・サトラプ（総督）行政の監視
　・王の目（巡察官）常駐し公然とサトラプ監視
　・王の耳（密偵）　サトラプと王の目監視、不当な徴税の阻止
　商業交易においてアラム語とアラム文字の採用（国際共通語）　

→　諸民族の情報伝達、文化交流を促進
　　※寛容示す
　　

アレクサンドロスの帝国-------野望の帝国------（帝国拡大にあたり、野望以外の根拠なし）
マケドニア王国（ギリシアの辺境、準バルバロイ扱い）
・ドーリス系王朝のエトノス（民族・部族）国家　農耕と牧畜
フィリッポス２世による軍事力強化（騎馬軍団の充実・長槍サリッサ５ｍの威力）
　※フィリッポス２世の代からペルシア遠征図る
→デモステネス（古代ギリシア最大の弁論家）が結成した反マケドニア連合を
カイロネイアの戦いで破る

　→ペルシア遠征を図り、ヘラス同盟を結成
アレクサンドロス大王の東方遠征（前３３４年～）------------------------Ｐ９２・９３・９４
　※アリストテレスの教育を受ける・勇気と知性の徳
　※Ｐ９３・９４について、ペルセポリス炎上の原因について定説はない　　
ギリシア世界とオリエント世界の融合
　オリエントのヘレニズム化と同時に、ギリシアのオリエント化

　・ヘレニズム文化は、東方遠征を通じてギリシア文化がオリエントの土着文化と

融合することで成立した
　専制君主政＝帝国支配の継承
　・ギリシア人を中枢にしたペルシア人官僚の統治体制
　・軍の編成：マケドニア人とペルシア人の混成部隊
　コイネー（共通語）を公用語に　　ヘレネス（ギリシア人）の文化を基盤とする

　※二十数文字で表現できるアルファベットは後世に影響大
ディアドコイ（後継者）の争い　→　ヘレニズム諸国家（勢力均衡の平穏）
→アレクサンダーの帝国はあくまで彼の野望にのみ支えられていた
→では、なぜローマは世界帝国となり、長期に渡って繁栄したのか
『イタリアの覇権に至るまでのローマ』
1） 西地中海世界の先住民とローマ人
・西地中海世界先住の地中海人種　[母権制社会]
　　北アフリカ　　　：ベルベル人
　　イベリア半島　　：イベレス人←→バスク人？
　　シチリア半島　　：シカニア人（イベリア系）、エリュモス人（小アジア系）、
シケリア人（イタリア系）
　　サルデーニャ島　：サルドイ人
　　イタリア半島　　：エトルリア人（小アジア系？）※肝臓占いの習慣より
　　・ギリシア人　　　マグナ・グラキア（大ギリシア）とシチリア
　　・フェニキア人　　カルタゴ
　　・印欧系諸民族（総称：イタリキ）の移住　[父権制社会]
　　　　ケルト人（イベリア半島、フランス、イギリス、アイルランド）
　　　　古イタリア人（Italici）
　　　　　ラティーノ・ファリスキー系（半島中西部の丘陵地帯）　

→　ラテン人　→　ローマ人
　　　　　ウンブロ・サベリー系（半島東南部の山岳地帯）
　　　　　ウェネト・イリュリー系

2） エトルリア人とローマ人
※ローマはトロイア人アエネアスの子孫ロムルス・レムスが建設したとされる
「サビニ女の略奪」は、ローマが町のならず者らによって成立したことを示す
（配偶者の確保を図った）
後、サビニ族との共存へ
・ヴィラノヴァ文化（初期鉄器時代）　＋　オリエント化　→　ラセンナ
・エトルリア人の都市国家と海上交易　→　勢力圏の拡大
　※海上交易は陸上交通に比べて利便性が高い

　※ローマは、エトルリアとラティウムの結び目であり、かつティベル川を通じて

陸と海の連結点に位置
　※ローマも王三代（５，６，７代の王はエトルリア系）にわたって勢力下に
組み込まれる　

→橋やアーチ等の建設技術がもたらされる
　ギリシア文化の仲介と都市の建設（ギリシア文化はエトルリア経由でローマへ）
　　・著しい都市形成と住民の拡大再編成（前６世紀前半）
城壁建造、上下水道、道路、広場、神殿、の建設

トリブス（地区）区分（徴税、課税基盤、民会単位）

ケンスス（戸口調査）制（トリブス毎に市民身分と財産確認）
クラシス・ケントゥリア制（５つの階級と軍団の編成＝国政の形成）
　　・領域の拡大と市民団の増大　→　ラティウムにおけるローマの優越

3） 共和制国家ローマ
S.P.Q.R(Senatus Populusque Romanus)によって表わされる
※Senatusは元老院、Populusqueは民衆の意
Civitas、キリタス（市民団）　=　Res Publica（国家＝共和制）

※エトルリアの王の専制の経験から、独裁制に異様なまでの拒絶を示す
　身分闘争と十二表法　→　貴族と平民有力者　→　新貴族の台頭（元老院支配）
　法（jus）と習俗（mores）　→　法律（lex data）と祖先の遺風（mos maiorum）

4） ポリス（農耕市民の市民共同体）における軍国主義（共和制ファシズム国家）
　・周辺勢力の制圧
　　　ラテン人、サビニ人、アエクイー人、ヴォルスキー人、エトルリア人
　・ケルト人の侵入（連戦連勝者の不名誉なる屈辱）
　　　Vae victis（黙れ、敗者）　→　カルミス「ローマ第二の創建者」
　・サムニウム戦争（前３４３～前３４１年、前３２７～前３０４年、
前２９８～前２９０年）

※山岳兵のゲリラ戦に苦戦しながらも、山岳民族サムニウム人を退け、

イタリア半島南部に進出

※この際、ローマ・カプア間にアッピア街道を建設
　　　・タレントゥム戦争とエピロス王ピュロスの侵攻

　　　・この時、講和のためローマに使わされたピュロスの使者キネアスは、

元老院について「王者の集まり」とピュロスに報告-----Ｐ１５４・１５５・１５６
『ポエニ戦争』　　地中海においてローマが覇権を確立---------------------Ｐ１５８
＜カルタゴの位置＞
カルタゴ　　←→　　フェニキア（シドン・ティルス）
アメリカ　　←→　　イギリス
　・カルタゴはフェニキアの植民都市であり、カルタゴ・フェニキア間の関係は、アメリカ・イギリス間の関係に近い。
　「ドーバー海峡は、大西洋より広い。」と表現される
第1次 　前２６４～２４１年
＜　背景　＞
・ローマ・カルタゴ間の西地中海における制海権をめぐる抗争　
※地中海世界に早い時期から交易ネットワークが形成されていたことを示す
＜　結果　＞
・ローマはカルタゴに辛勝（アルキメデス殺害）　
・シチリアはローマ初の属州へ
第2次 　前２１８～２０１年
＜　背景　＞

 ・第一次ポエニ戦争後、カルタゴが着実な復興
・シチリアをローマに奪われたことから、カルタゴの貴族バルカ家が

イベリア半島に進出して兵站基地とするとともに、その中からハンニバルが登場
・ローマ・カルタゴ間で勢力圏をめぐって争いに
＜　進展　＞
・ハンニバル、イベリア半島より象を加えた軍隊を編成し、陸路からアルプスを
越えてイタリア半島に侵入し、トラシメヌス・カンナエの戦いでローマ軍に大勝
・ハンニバル、イタリア半島のローマ同盟市の造反を期待するも、諸都市動かず
結果、異国の地で補給困難に苦しむ（前２１１年頃）
・ローマではでは厭戦気分が優勢になる中、スキピオは元老院の許可を得て

自ら軍を編成
・大スキピオ、現地の事前調査を徹底したうえで、ハンニバルの拠点である
イベリア半島に侵攻し、現地の部族を配下におさめる（前２０８年）
　　　・スキピオは、シチリアでギリシア式の軍事訓練を行う（ギリシア趣味示す）
　　　・スキピオ、ハンニバルについて徹底した研究を行う
　　　　（騎兵の充実、楽器等による像への威嚇、部隊間に通路を作り象対策）
　　　・スキピオ、北アフリカにハンニバルを誘い出し、ザマの戦いで圧勝（前２０２年）
　　　・ローマ＝カルタゴ間の講和条約成立
　　　（海外領土の放棄・陸・海軍の制限、多額の賠償金＜５０年払い＞、交戦権の剥奪）

※この頃、ローマはマケドニア、シリアとも戦争状態に至るが、あくまでヘレニズム諸国の勢力均衡を目的としたものであり、依然領土支配の意思はなかった。
第3次 　前１４９～１４６年
＜　原因　＞
・カルタゴが、北アフリカのヌミディアの攻撃に対して反撃　←条約違反
＜　進展　＞
・条約違反を理由に、小スキピオ率いるローマ軍がカルタゴを攻撃、

三年間の包囲戦の末、市内に侵入し徹底した破壊
※この頃には、カルタゴ領に加えマケドニアにも属州を設置し、コリントを破壊するなど、ローマは地中海世界の覇者となるとともに、その基盤を確立（以下に記述）

『前１４６年の地中海世界』
１、マケドニアの属州化
　　・マケドニアでは、フィリッポス５世（在位：前２３８～１７９年）が国威の拡大を図り、カルタゴの将軍ハンニバルと同盟してローマと対立。

→第一次・二次マケドニア戦争へ

・第三次マケドニア戦争においてピュドナの戦いでマケドニアが大敗し、

ローマによって王家が滅ぼされた後荒廃が広がる。
　　→反ローマ感情が高揚
　　・アンドリスコス（偽フィリッポス：マケドニア王ペルセウスの子を自称）が
マケドニアにて支持を集める。
　　→第４次マケドニア戦争（前１４８年）にローマが勝利し、前１４６年に

マケドニアに属州（プロヴァンキア）を設置　

→　管轄（将軍と住民の恩義・信頼関係）
　　　※前回の戦争後、王家滅亡後のマケドニアを放置したためにその荒廃を招き、マケドニアの反ローマ感情を助長した反省を踏まえ、自ら統治をおこなう。
２、コリントの破壊
　　アカイア同盟（反マケドニアのためにローマと友好関係）の離反
　　・ローマに抑留された同盟要人の身柄返還を要求（前１５０年帰国）
　　・親ローマ派内における反ローマ感情の成長（ポリュビオスと対照的）
　　アカイア戦争（前１４６年）
　　・商工業の一大中心都市コリントの破壊（都市下層民の反ローマ感情）
３、地中海世界の覇者の栄光と影
　　デロス島の繁栄------------------------------------------------------------------------Ｐ１１６・１１７
　　　イタリア商人の進出
　　　海賊の横行-------------------------------------------------------------------------Ｐ１３４～１３８
　　　奴隷制の拡大
　　　大土地所有制の発展
　　　貧富差の拡大---------------------------------------『地中海世界の覇者としてのローマ』参照
『関連人物』
プブリウス＝コルネリウス＝スキピオ　　　　前２３６～前１８４年
（尊称スキピオ＝アフリカヌス、通称　大スキピオ）
・名門貴族出身
・グラックス兄弟の祖父
・進取の気性に富みギリシア文化を積極的に摂取（ギリシア風の衣装、ギリシア趣味）
・第二次ポエニ戦争で、自ら軍団を編成しイベリア半島を征服、ザマでハンニバルを破る
・ローマ帰国後、人気を博するが、カトー等ローマの国粋派・伝統主義貴族の反発に
あって失脚（ローマの反独裁者・反王・反ギリシア感情を刺激したことがあだに）
マルクス=ポルシウス=カトー　　　　　　前２３４～前１４９年
　（通称　大カトー）
・第二次ポエニ戦争に参加
・コンスル・監察官を歴任
・ローマの伝統主義・国粋主義者として、質実剛健な伝統的秩序の守護を図る
・贅沢と（必要以上の）ギリシア文化の流入を道徳退廃の原因とみなす
・独裁者になり得るものを危険人物として敵視
　→ハンニバルを破り絶大な人気を有する大スキピオを批判
・カルタゴを危険視し（第二次ポエニ戦争後の驚異的な経済復興）、その徹底攻撃を主張
　「カルタゴ滅さらずべからず」
スキピオ＝アエミリアヌス　　　　　　前１８４頃～前１２９年
　（通称　小スキピオ）
・大スキピオの長男の養子（実父はアエミリアヌス＝パウルス）
・第三次ポエニ戦争で、カルタゴを徹底破壊（当時の価値観からすると正当化される）
・ギリシア人貴族の捕虜ポリュビオス（アカイア同盟出身）を保護し、親交
・スキピオ・サークルを形成
・キケロ「永遠の生命を別にして、彼の手に入らなかったものがあっただろうか。」
ハンニバル　　　　　　　　　　　　　前２４７頃～前１８３年
・カルタゴの貴族出身
・父ハミルカル＝バルカスとともにイベリア半島に遠征し、その死後ローマへの
復讐の意思と半島の全権を継承
・第二次ポエニ戦争で、トラシメヌス・カンナエにてローマ軍を破るも、
ザマの戦いにて大敗
・敗戦後、傭兵の反乱を食い止めるとともに、カルタゴの再建に参加
・反ハンニバル派貴族から逃れ亡命（民衆の信頼は厚かった）
・シリアなどで反ローマ軍の結成図るも、カルタゴ本国の貴族の反感で失敗、自殺
ポリュビオス　　前２０１頃～前１２０頃
・ギリシア人貴族出身
・人質としてローマのスキピオ家に
・いかにしてローマが世界帝国となりえたのかを考察。政体循環史観に立って
『歴史』を著し、ローマ興隆の起源を混合政体（コンスル・元老院・平民会）に
求める----------------------------------------------------------------------------------------------Ｐ１５６
　※政体循環史観-------------政治組織は、王政・貴族政・民主制の順に循環する

　※『歴史』という題名でありながら地中海世界のみを扱っているのは、

彼にとってそれが普遍史的意味を持ったため
＜スキピオ家とカトー家＞
　　　・スキピオ家　　　進歩派　　ギリシア文化（ヘレニズム文化）を摂取
（ギリシア遠征やポリビオスらによって、ギリシアの先進文化に触れる）
　　　・カトー家　　　　保守派・国粋主義
ポエニ戦争におけるハンニバル（オリエントの化身）の脅威

→　オリエント文化への不安

マグナ・グラキア（大ギリシア）の経験

→ギリシア文化の魅力　→　「ギリシアの自由」

※マグナ・グラキア（大ギリシア）-------------ギリシア本土以外のギリシア植民都市を

含めた文化圏

※「ギリシアの自由」------------------------------------------------------------------Ｐ１０９～１１２

「征服されたギリシアが野蛮な征服者を虜にした」（ホラティウス）

・当時、ギリシアは地中海世界における文明の先進地域であった。これに対して、

ローマは軍事力をもって勢力を拡大していったが、マグナ・グラキアを通じて

圧倒的に高度な文化に触れ、魅了されていった。「ギリシアの自由」は、ローマの

有するギリシア世界への尊敬の念の一つの表れである。
・文化レベルの関係では、「ローマ・ギリシア」の関係は現在の「アメリカ・ヨーロッパ」のそれにたとえられる。
『地中海世界の覇者としてのローマ』
1、 勝者の重荷
・カルタゴやギリシアが基本的に商業国家であったのに対して、ローマは農耕市民戦士の共同体であった。
　→支配領域の拡大によって、矛盾が生じる
＜支配領域拡大による変化＞
1 法務官（プライドール）をはじめとする公職者数の増加
2 戦役負担の増加により、中小市民は働き出の成人男子を失い、労働力不足によって荒廃地が拡大
→中小市民は経済的に困窮
→荒廃地買占めによる大土地所有者の出現（土地自体は分散していた）
3 軍事遠征による、敵捕虜等の奴隷労働力の充実
4 ②・③の結果、奴隷制ラティフンディアが成立
＜Roman Imperialism・ローマ帝国主義をめぐって＞
・本来農耕市民戦士共同体であったローマは、海外進出の必然性を持たないはずである。では、その要因は何か。
1） 先手防衛論（ガリア・ケルト・エトルリア・ラテン・サムニウムなどの
外敵の脅威）
2） 騎士身分の台頭（経済力の増大）
※元来、元老院などの貴族身分は身分的に確立した存在であり、大型船舶の所有、つまり大規模な商業活動が禁止されていた。（前近代には、利潤追求の生産活動ではない商業は蔑視されていた。）但し、その代りに彼らは土地に財力を投資して

大土地所有者となった。
一方、騎士身分はそういった制約を受けずに商業活動を行い富裕化するが、

その結果、さらなる利益拡大のために海外進出が促進されることになった。
3） 平民の不満を逸らす（土地所有の機会）---------------------------------Ｐ１５０，１５１
4） 群集心理（都市大衆社会の形成）

　　　・多数者は非論理的行動に走る傾向があることから、帝政前期までローマには

円形闘技場が作られなかった。

---------２）４）は密接にかかわりあう
→共和制ファシズム＝元老院の指導力＋民衆の好戦的気質
　
2、 内乱の百年
ギリシアの思想と文化　→　スキピオ家のサロン----先進ギリシア文化に造詣が深い
（母コルネリア・グラックス兄弟の母で、ガイウスに改革を思いとどまらせようと
する。----------------------------------------------------------------------Ｐ１６５）
グラックス兄弟の改革　→　国防力の再建（中小土地所有者＝自作農の増大）図る
　Tiberius Sempronius Gracchus （前１６２～前１３３年）
　Gaius Sempronius Gracchus （前１５３～前１２１年）
・グラックス家は、ローマの名門スキピオ家との関係が深く、血縁関係あり
・兄ティベリウスは、かつてのリキニウス＝セクスティウス法を基本として、
大土地所有制限（５００ユゲラ）によって無産市民に土地を分け与えることで、

中小自作農創設、市民兵の再建を図り法案は通過させるが、元老院の

反対多数につき暗殺される。（土地分配の境界石碑文が残る）
・弟のガイウスは、民衆の指示によってより徹底した改革を目指すが、
反対にあって失敗し、自殺。

※当時、護民官職の者には何人も手を触れてはならないと定められており、

クラックス兄弟は保身のために護民官再選（弟は三選）を目指したが失敗。
党派（factio）の争い（共和制ファシズムの解体と再編を巡る混乱）----------Ｐ１７４
　　※以前にのローマには貴族と平民の対立は存在したが、国家を二分するほど
ではなく、むしろローマ社会はまとまっていた。---------------Ｐ１５６・１５７
   門閥派（Optimates・オプティマーテス）と平民派（Populares・ポプラーレス）の抗争

     兵制改革　

・それまでのローマは国民皆兵制であり、戦争は主に春から秋にかけてのみ

行われていた。しかし、中小農民の没落によって兵制が維持できなくなったため、

自由民、無産市民から志願兵を募り国庫から給料を支払って軍団を結成した。

→　軍団の私兵化

　・軍団は次第に軍団長個人との結びつきを強め、ローマ古来からの風習と相まって

保護者（パトロヌス）と被護民（クリエンテス）の関係が成立した。

用語説明
　パトロヌス・patronus（保護者）

　　・クリエンテスの生命・財産の保全に配慮する主人であり、その代りに

彼らの義務・支持を得た

　　　クリエンテス・clientes（庇護民・被護民）

　　　　・生活の様々な局面でパトロヌスの保護を仰ぎつつ、その代りに誠実に義務を

遂行する主従関係で結ばれる
　　有力な統率者の台頭
　　　マリウス・Gaius Marius（前１５７～前８６年）

　　　・平民派の首領

　　　・兵制改革を実施

　　　・ユゲルタ戦争でヌミディアを破ると共に、ゲルマンなどの異民族の侵入を撃退

     スッラ・Lucius Cornelius Sulla Felix（前１３８～前７８年）

　　・閥族派の首領

　　・独裁官・ディクタトール（任期は半年・本来非常時のみ）に二年間就任

　　→独裁的恐怖政治を行いマリウス派（平民派）を弾圧し、市民の力を抑制すると共に、護民官の権限を縮小し、貴族政のかつてのローマを目指す。

（ただし、無事に人生を終えたらしい）

     クラッスス・Marcus Licinius Crassus（前１１５～前５３年）

　　・スッラに取り入って巨万の富を獲得

　　　※クリエンテスに対する待遇の良さから、評判は悪くなかった。

　　　※後に、カエサルも彼から多額の借金をするほど

　　・スパルタクスの反乱を鎮圧------------------------------------------------------Ｐ１６６～１６８

    ポンペイウス・ Gnaeus Pompeius Magnus（前１０６～前４８年）

---------------------Ｐ１６８・１６９

　　・地中海の海賊を正答すると共に、小アジアにおいてミトリダテスを討つなど

若くして武功を重ね、武将・戦略家として名声を得る

　　→官職を歴任することなくコンスル就任

　　・東方（シリアなど）において、積極的な植民活動を行う

　　・カエサルの娘ユリアを嫁にする（後死亡）

    カエサルGaius Julius Caesar（前１００～前４４年）

　　・ローマの古くからの名門ユリウス家出身

　　→叔母がマリウスに嫁いだことから平民派に加わり台頭

　・第一次三頭政治をクラッスス、ポンペイウスらと行う。（あくまで密約）

　・ポンペイウスを破り、終身の独裁官に就任して事実上の独裁者（王）に

　→元老院議員の反発を買い、元老院議上にて殺害される。

３、カエサルという経験
　「あの若造の中には何人ものマリウスがいる。」（スッラ）
・スッラはカエサルに対してその妻コルネリアとの離婚を要求したが、カエサルは

これを拒絶。カエサルを殺そうとするスッラを周囲の者が制止したが、この時に

カエサルの資質を既に見抜いていたスッラが上記の発言をしたと言われる。

　「一生かかって修辞学を学んでも、彼に近づくことさえできない。」（キケロ）
・カエサルは武将であると共に一流の知識人でもあり、その文章・演説能力は簡潔で

要領がよく、人の心をつかむのに長けていたといわれる。特に『ガリア戦記は』は、

ラテン文学の名文中の名文といわれる。

　「必ずし返してやる。」（伝承→冷徹・自己宣伝）

・若いころ海賊に捕まった際、その海賊らに向かって上記の発言。

→その事実云々というよりも、彼が自己のイメージ形成、宣伝に冷徹であったという

ことを示す。

→部下がリーダーに望むものを認識し、人望を得る

（人間は客観的事実よりも、主観的であっても自らが欲する事実を望み、

それを見るものであるという認識）

　「兵士を人柄や身分からではなく、ただ勇気からのみ評価した。」（スエトニウス）

・

　「どちらの側にもくみしない人を私は味方とみなす。」（伝承：スエトニウス）

・ポンペイウスとの抗争下で、ポンペイウスが「どちらの側にもくみしない者を私は敵とみなす。」と言ったのに対して、中立者を味方とみなしたことでカエサルはその支持者を大いに増やした。

　「あらゆる女の男で、あらゆる男の女よ。」（伝承：スエトニウス）

・ローマでは、当時同性愛は認められていなかった。

・カエサルは、ローマの貴婦人と広く交友関係

　「借金の返済を助けてくれ。」（伝承：スエトニウス）

・カエサルはクラッススから多額の借金

→クラッススにそれだけの金銭を貸させるだけの魅力を示す。

　「執念深い怨恨など抱いた事がなく、抱いても喜んで捨てた。」（スエトニウス）

・そのからっとした性格は、器の大きさ、寛大さ、リーダーとしての資質に恵まれていたことを示す。

→かつてのポンペイウス派を許すことで「カエサルの慈愛」として宣伝。

→但し、敵を許した時点でそこには主従関係が成立している。
『共和制ファシズム国家論　其の壱』　～ローマ発展の精神的要因～
　※ローマは共和制のもと元老院によるファシズム国家。

　　　
１）「父祖の遺風」　mos maiorum

　　・ローマでは、代々先祖の栄光が伝承される習慣があった
　　「勇気と名誉はどうあるべきか」　←　父祖の物語を刻み込む

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・戦時・平時は如何に振舞うべきかなど
　　「ローマ人は敗北を決して忘れない」

　　・ギリシアでは戦争に負けた将軍は国へ帰れなかったが、ローマでは帰国し公的な

処罰はないまでも社会的制裁を甘んじて受け入れた

　　　→　恥に耐えて、再起の機会

　・国家（respublica）への自負

　　　軍国主義

　　　　「ローマは古来の遺風と人から成る」

　　　　“Moribus antiquis res stat Romana virisque” キケロ

　　　　→市民レベルで祖国意識を有す
　　　国家主義　←　軍国美談　

　　　　　　　　　　・戦争でいかに戦ったのかが伝承され、名誉とされた
　　　「ローマ人は平穏な時よりも困難なときのほうが信頼できる」

　　　　・アッピウス＝クラウディウスは、アレクサンドロスの話を持ち出して、

ピュロスとの和議に反対すると共に士気を高める----------------------------Ｐ１５５

※アッピウス＝クラウディウスはかのアッピア街道建設を進めた人物

※上記『イタリアの覇権に至るまでのローマ』参照

　・ローマ人のトラウマ
　　　独裁制への嫌悪

　　　・王政期にエトルリアの圧力に屈したことが屈辱として意識される

　　　・上記の影響で、コンスルは２名に

　　　自由の尊重　←　自由人と奴隷

　　　　　　　　　　　※自由人はあくまでローマ市民権を有する者
２）興隆期の社会（明治維新後の日本）　比較の事例
　Ａ、武士道（幕末維新期の精神的土壌として）
　　　『葉隠』　山本常朝著　武士道を論ずる
・「武士道とは死ぬことと見つけたり」（常に死の覚悟）
　　　　　　　　・死身に徹するとき、忠も孝もそなわる
　　　　　　　　・自分に勝つものが他者に勝つ（武力・腕力で勝つのではない）
　　　　　　　　・精神的優位（死の覚悟　→　他者を圧する強さ）
　　　　　　　　・容貌・言語・起居動作　→　礼儀尊重の精神（威圧感）

　　　『武士道』　新渡戸稲造著　紙が精神の基礎に置かれる西洋に対し、
日本人の精神的、道徳的規範を武士道に求める
・語られず、書かれざる掟（心の肉碑に録されたる律法）
　　　　　　　　・「義」「勇・敢為堅忍の精神」「仁・惻隠の心」「礼」「誠」
　　　　　　　　・「名誉」「忠義」「武士の教育及び訓練」「克己」
　　　　　　　　・「自殺及び復仇の制度」「刀・武士の魂」
　　　　　　　　・「婦人の教育及び地位」 （近代化された武士道）

　・上記の両武士道に基づき、明治維新後の指導者層は単に功利的でも合理的でもなく、

利他、滅私奉公的な行いにつとめる
　　

　Ｂ，プロテスタンティズムの倫理
　　　カルヴァンの予定説（禁欲的プロテスタンティズムの極限として）

　　　　　・営利を否定し、かみのためにという精神が育まれる
　　　恩恵による選びの教説
　　　　　罪人たる人間は自力（善行・功徳）で悔い改めることはできない
　　　　「永遠の生命に予定された人々」と「永遠の死滅に予定された人々」
　　　　　救いの確信（むしろ、自己が救われる運命にあることを確信したい）

　←　労働によって神の栄光を実現し隣人愛を実践する
　　　　　天職に専念し、無駄な浪費はしない　

→　富の蓄積（資本主義経済の発展）

→　国家の興隆

　
『共和制ファシズム国家論　其の弐』
1） 敬虔なるローマ人（あくまで興隆期のローマ人であり、帝政期のものは別）

「思えば、ローマは宗教によってほかの国に勝るのではないだろうか。他国なら迷信とされることでも、ローマでは国家統合の要となるものである。いずれの宗教行事も壮麗に執り行われ、公人としても私人としても市民の生活を規制している。こうした役割において宗教を凌ぐものはない。」　　　　　　　　　　（ポリュビオス『普遍史』）

「住民の数ではヒスパニア人より少なく、活力ならばガリア人より弱く、多彩さではカルタゴ人に譲り、学芸ではギリシア人に及ばない。しかしながら、神々への敬虔さ（pietas）と慎み（religio）ではローマ人は如何なる人々にも引けを取らない。」
（キケロ『書簡集』）

＊宗教におけるギリシア人とローマ人
　ギリシア人のtheoria（観）
            　思念　→　言説主義　　　　　個人主義（祝祭宗教）

　　　　　　　・一種のエクスタシー状態、同じ精神に浸ることを重視し、儀式も

華やかな祭りのようであり、個人の救済を願った。
　ローマ人のreligio（慎み）
　　　　　　　敬虔　→　現実主義　　　　　国家鎮護（祭儀宗教）

　　　　　　　・ギリシア人が「天を見る」のに対してローマ人は「地を見る」と

いわれるように現世的であり、あくまでローマという国家の単位での

繁栄を願った。
＊宗教におけるユダヤ人とローマ人
　ユダヤ人　・ひたすら律法（トーラー）を信仰の礎としながら、選民としての生活を
実践する

　　　　　　※選民思想の影響で、布教活動は行わず。←→　キリスト

　ローマ人　・何よりも「父祖の遺風」を行動規範としながら、恒久の名誉（武勲から

飢饉の救済まで）のために現世を生き抜く
「天は自らを助ける者を助ける」

「人事を尽くして天命を待つ」

→　神の意志は不明
　→　自己の努力による自力のみで道を切り開く精神

　　　※ローマの思想にはカルヴァンの予定説的な要素あり

2） 信仰と苦労
・敬虔なる信仰心　　　神々の世界を人知の及ばぬものと考える
・「父祖の遺風」　→　結果的に、侵略を促進し国家を豊かに

・貴族に反営利的な倫理観
・ローマの特性honestum（キケロ）
　理知（sapientia） 　真理の認識と運用   cf.scientia  ratio
　正義（iustitia）　 　人と人の社会関係にあって信義にたがわぬ
　勇気（virtus）　　　高潔にして不撓不屈の勇気
　節度（modestia）　 行為と言動における秩序と限度、節度と節制（中庸）
『地中海世界と「ローマの平和」』
カエサルの殺害

→カエサル派の巻き返し、ポンペイウスを討つ

→第二回三頭政治（オクタヴィアヌス、アントニウス、レピドゥス）

　・カエサルの後継者を称し、第一回と異なり公然と行われる。

→レピドゥス失脚後、オクタヴィアヌスとアントニウスが対立

　※オクタヴィアヌスは西地中海を、アントニウスは経済的により豊かな東地中海を支配

→アクティウムの海戦

　※クレオパトラ逃亡と、アントニウスの追従によりあっけなくオクタヴィアヌスの勝利

元首（皇帝）権力の成立

・カエサルが共和制に反する体制をとったために反感を買って殺害されたことに反省

→終身独裁官などには就任せず、アウグストゥスの称号のみ得る

アウグストゥスによる国家の再建（皇帝権力の成立）

　『神皇アウグストゥス業績録』の政治的配慮・イデオロギー---------------Ｐ１８０～１８２

　市民共同体における個人支配の正当化

　　共和政（形式上）　公職の兼任　（権力、potestasの否定）

　　元首政（事実上）　権威・声望　（権威、auctoritasの強調）

※ローマはあくまで市民共同体であるため、権力ではなく権威という形によって支配

　王を名乗らず、共和制下の官職を兼任し、事実上の元首政

共和制を形式上維持することで、元老院との対立を避ける

→　長期にわたって権力を保持

＊アウグストゥスの肩書（後１４年）

　　Imp.Caesar.Divi F.,Augustus,Pontif.Maxim.,CosⅩⅠⅠⅠ、Imp.ⅩⅩ、

　　Tribunic.potest.ⅩⅩⅩⅤⅠ、P.P.

　　「最高司令官・カエサル・神の子・アウグストゥス・大神祇官・執政官十三回・

最高司令官の歓呼二十回・護民官職権行使三十七年目・国父」 
　→オクタヴィアヌスの上記のような肩書から、インペラトル（imperator）や

カエサル（Caesar）が皇帝の意に

　※但し、常に王政の疑いがかけられ、元老院に配慮し続けることによってようやく

認められ、元首政を確立
ユリウス=クラウディウス家の皇帝たち

　＜アウグストゥス＞　　　　（前２７～後１４年）　　

　・後継者として、血縁のゲルマニクスに期待をかける

　　※詳しくは、＜ティベリウス＞および理想の為政者：ゲルマニクス参照
　＜ティベリウス＞　　　　　（後１４～３７年）　　　

　・アウグストゥスの後妻リヴィア=クラウディウスの連れ子で、アウグストゥスとの

血縁関係はない

　・アウグストゥスの娘ユリアの二人の息子の死によって、その養子となり

ユリウス＝クラウディウス朝を成立（ただし、ゲルマニクスを養子とさせられる）

　・ローマ官僚制の基礎を固める

　　※ゲルマニクスの不可解な死により、その才能を妬んで暗殺したのではないかという噂が広がったように、民衆の人気はあまりない

　・カプリ島に隠棲した後も、親衛隊長セイヤヌスの横暴など終世宮廷内の陰謀に苦しみ、その性格は猜疑心が強い上に、高慢かつ冷酷

　＜カリグラ＞　　　　　　　（後３７～４１年）　　　

　・大アグリッピーナ（アウグストゥスの娘ユリアとアウグストゥスの側近

Ｍ．アグリッパの子）とゲルマニクスの息子

　・近親者が次々と暗殺される

　・当初はあまり目立たぬように振舞い、政敵に狙われぬように努める

　・ティベリウスの後をついで即位（２４歳）し、始めのうちは善政をしく

　　※父ゲルマニクスの人気を引き継ぐ

　・重病を機に精神疾患に陥り、国庫の浪費、元老院議員の処刑・財産没収を繰り返したほか暴政を行い、親衛隊将校によって殺害される

　
　＜クラウディウス＞　　　　（後４１～５４年）　　　ゲルマニクスの弟

　・カリグラ同様、政敵を恐れて目立たぬように振舞う

　・カリグラ帝の死後即位し、行政官としての有能さを見せてローマの官僚制を強化

　・４番目の妻小アグリッピーナ（カリグラの兄弟）により殺害される（通説では、その連れ子ネロを帝位に就けるためとされる）

　・ブリタニア征服

　＜ネロ＞　　　　　　　　　（後５４～６８年）　　　ゲルマニクスの娘の子

　・上記のように小アグリッピーナの息子であり、アウグストゥスの血縁として

周囲の期待は高かった

　・ストア派の哲人セネカと親衛隊長ブルスの補佐を受け、始めのうちは善政

　・母小アグリッピーナの政治干渉が疎ましくなり殺害、その後、暴政を行う

　　→　暴君、愚帝の代名詞に

　・国費の濫用、元老院議員の処刑・財産没収により、政治的混乱を引き起こす

　・ただし、積極的な財政支出は経済を活性化させたほか、その派手な生活は民衆の

人気を集める

　・コロッセオ建設前地に、黄金宮建設（コロッセオそのものの位置には池があった）

　・ローマの大火におけるキリスト教徒迫害？

　　→タキトゥス『年代記』しかこの事件に関する記述はなく、一人のユダヤ人（chrestus）を誤ってキリスト教徒と記述したのではないか---------------------------Ｐ１９２、１９３

　　→いづれにせよ、最初にキリスト教徒を迫害した皇帝として、キリスト社会において悪帝とされる

　・６８年、各地で軍団により皇帝が擁立される中、自殺

（但し、ローマから遠方の軍団の中には彼の支持者も多かった）

※ところで、古代前近代の暗殺事件はたいてい側近による傾向

　→　民主主義のシステムが存在しない社会では、暗殺は必要悪か？

理想の為政者：ゲルマニクス

　卜鳥官　　　アウグストゥス祭司　　最高司令歓呼

　ティベリウス帝の養子　　二度の執政官

　１８年　属州アシア訪問と歓迎　　多数の貨幣や碑文

　１９年　エジプト訪問と名所旧蹟視察　　パピルス文書「ゲルマニクス布告」

　死後　元老院からの名誉の授与　　「ヘバ銅板」

・アウグストゥスの姉の孫である血縁として高い期待

・周囲や民衆からは、有能で人望が厚く、勇敢であると共に教養のある理想的な

リーダーとみなされる

・ゲルマニア軍総司令官として活躍し、ローマでは次期皇帝として絶大な人気を博す　

　→ティベリウス帝に恐れられるとともに嫉妬され、葛藤が生じる

・後、オリエント戦線（対パルティア）にて善戦するも、病気で死亡

　民衆の慟哭と哀悼

----------------------------------------Ｐ１８7，Ｄ・神々への抗議

　※ティベリウス帝による毒殺説が流れる

・タキトゥス『年代記』

　・アレクサンドロスに匹敵するほどの境遇・才能を有する英雄として記述される

理想的な為政者への期待と理想像

『多神教世界帝国』
フラヴィウス朝（皇帝権力の継承問題）
　＜ウェスパシアヌス＞（６９～７９年）

　・ネロ帝の自殺後、各地で軍団によって皇帝が擁立され三人の皇帝が死んでゆく中、

ローマ皇帝に即位し混乱を収拾（元老院の承認による）

　・アウグストゥスとの血縁なし　

→　法律によって権威の正当化図ると共に、単一の元首権力を確立

----------------------------------------------Ｐ１９７～１９９

　※上記資料の中では、カリグラ帝、ネロ帝の名前が抹消されている　

　・質素倹約で、国家財政再建

　　※タキトゥス「つつましやかな風潮」として評価

　・治世中、唯一の大型事業としてローマにコロッセオの建設開始（５、６万人収容）

　　※以前には、群衆の暴動の危険性から闘技場を建設せず

　　　→　帝国の安定の判断示すか？

　　　ポンペイなど地方の都市では、以前から建設されていた
　＜ティトゥス＞（７９～８１年）

　・ウェスパシアヌス帝の子

・わずか二年の治世の間善政をしき、優しく寛大な人柄から人望は厚かった

　※ポンペイ埋没のヴェスヴィオ山の噴火など、災害時にあっては積極的な救援

・コロッセオ完成

　＜ドミティアヌス＞（８１～９６年）　

　・ティトゥス帝の弟

　・財政管理や属州統治、国境防衛において優れた成果を残すなど善政を行う

　　（堅実、質素で、不正を嫌った　→　粛清と反発の中で元老院との関係は悪循環）

　・ティベリウス帝同様、猜疑心が強く陰険で、周囲の者を恐怖せしめたほか、元老院の反感を買い、妻や側近・親衛隊長によって殺害される（但し、軍隊は優遇した）

　　「元首の境遇は、哀れなものだ。元首が暗殺されない限り、陰謀が確かにあったと

信じてもらえないのだから」（ドミティアヌスの猜疑心の強さ示す言葉）

　・悪帝とされるが、そもそも元老院と対立すると悪帝と歴史的にみなされやすい

そもそも賢帝とは？

　アウグストゥス帝　　共和制体の中の元首支配確立

　ウェスパシアヌス帝　内乱の中で帝国の安定、寛容、ユーモア、質素

五賢帝（人類史の至福の時代：ギボン）

　＜ネルウァ帝＞（９６～９８年）　

　・ドミティアヌス帝の死後、元老院に担がれて即位（この時点で高齢、長老格）

　・ドミティアヌスの圧政からの解放感を与える
　・軍内部では、未だドミティアヌス帝の支持者が多かったことから、自らの後継者として実子ではないが軍人に人気のあったトラヤヌスを指名、養子とする。

　＜トラヤヌス帝＞（９８～１１７年）

　・ネルウァ帝の養子

  ・軍人出身

　・ダキア（現ルーマニア）、アルメニア、メソポタミア、アラビア方面に進出するなど、軍事的功績をあげる

　　→　帝国の領域は最大に

　　→　国境警備が困難になる

・威厳と温情主義------------------------------------------------------------------------------------Ｐ２０３

＜ハドリアヌス帝＞（１１７～１３８年）

・トラヤヌス帝の養子

・帝国領域の拡大停止、以降縮小傾向に

・ハドリアヌスの長城など国境の防備に力を入れる
・治世の半分以上にわたって属州視察

　→　帝国各地にハドリアヌス帝来訪記念建造物残る

　　　別荘に、各地の建造物のミニチュアを記念として制作

　→　帝国が多神教国であることを認識

　＜アント二ヌス＝ピウス帝＞（１３８～１６１年）

　・治世中、何の事件もないほどの平和、まったく野心なし、誠実かつ正直

　　→　かえって、その政治手腕を示すことになるだろう

　＜マルクス=アウレリウス帝＞（１６１～１８０年）

　・哲人皇帝として教養が高く、ギリシア語が堪能

　　（哲人皇帝は、アリストテレスが理想とした）

　・北方のゲルマン民族の動きの活発化、ユーラシア規模の疫病などの苦境を

誠実に生き抜く

　・後継者に、実子コンモドゥス帝を指名する失態
　

＜コンモドゥス帝＞

・マルクス＝アウレリウス帝の実子

・ローマ皇帝として、唯一左利きと判明

・暴君として暗殺される

地中海世界

　オリエント世界　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イスラム・アラブ世界

　ギリシア世界　　　　　　　　ローマ帝国　　　　　　　　　ビザンツ・スラブ世界

　ラテン世界　　　　　　　（地中海世界帝国）　　　　　　　ラテン・ゲルマン世界

多神教世界帝国としてのローマ帝国

＊以下の事例は、ローマ国家が宗教的精神に支えられていたことを示す

＜敬虔なるローマ人＞

ポリュビオス、キケロの示唆

※『共和制ファシズム国家論　其の弐』参照

＜宗教人としてのユリウス＝カエサル＞

　前８４年　ユピテル祭司（flamen Dialis）

  前７３年　神祇官（pontifex<pontifices）

　前６３年　大神祇官（pontifex maximus）　終身

　　　　　　※コンスル経験者等のための名誉職であったが、買収して就任

　　　　　　「母上、今日、あなたの息子は大神祇官職に就くか、亡命者になるか、

どちらかです。」

　　　　　　※pontifex maximusは、今日ローマ法王の意

＜宗教人としてのアウグストゥス--------敬虔なる元首-------＞

　少年期　　カエサルによって祭司に任命される

　前３６年　神祇官

　前１２年　大神祇官

　　※カエサルの死後はレピドゥスが大神祇官であった
　　※アウグストゥスの肩書（後１４年）

　　Imp.Caesar.Divi F.,Augustus,Pontif.Maxim.,CosⅩⅠⅠⅠ、Imp.ⅩⅩ、

　　Tribunic.potest.ⅩⅩⅩⅤⅠ、P.P.

　　「最高司令官・カエサル・神の子・アウグストゥス・大神祇官・執政官十三回・

最高司令官の歓呼二十回・護民官職権行使三十七年目・国父」 
　

　＜平和の祭壇（Ara Pacis）の建立（前９年１月３０日）＞

  　「元老院は、余の帰還に対し“アウグストゥスの平和”の聖壇をマルスの野に

奉献すると決議せり。元老院は、官吏、神官、ならびに女神ウェスタに仕える

処女たちが聖壇にて毎年犠牲を捧ぐべきことを命じたり」

＜パンテオン（Pantheon万神殿）＞　

神なるカエサル　＋　ローマ建国の父なるマルス　＋　氏族の守護神ウェヌス
　アウグストゥス帝の側近大アグリッパによる建立

　ハドリアヌス帝による再建

　　ローマ帝国公認の全ての神々を祀る　

　　→　皇帝権威を確立し、それを支えるものとして宗教が重要であったことを示す

　＜業績録における諸神殿の建立＞

　　マルヌ神殿　雷鳴神・戦勝神ユピテル神殿　アポロ神殿　クゥイリヌス神殿

　　ミネルヴァ神殿　女王ユーノー神殿　自由神ユピテル神殿　ラール神殿

　　ペナーテース神殿　ユウェンタース神殿　マーテル=マーグナ神殿

　　ルペルカル洞穴の聖所

　　「カピトリウム丘に建つ神殿及び８２を超える聖なる神殿……を修理せり」
古代地中海世界の近代性

　穏やかなる内海・海賊の一掃　→　（近代の）海域世界のさきがけ

　日常生活物資（小麦、ワインなど）の海上交易（大量物資を安価に輸送可）

　　物資・情報の交換　→　文化の交流　→　文明融和の基盤

ハドリアヌス帝の属州視察　

　帝国の安寧：皇帝に対する民衆の信頼と畏敬の念

　＊ヴィッラ・アドリアーナ（ハドリアヌスの別荘：属州旅行の思い出を再現）
